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2017年 年頭挨拶  

道建労協加盟単組の組合員ならびにご家族の皆様、明けましておめでとうございます。 

新春をご家族の皆様と共に明るくお迎えのこととお慶び申し上げますとともに、年末年始

にもかかわらず業務に従事された皆様には心より慰労の意を表します。 

昨年を振り返りますと、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックが開催され、日

本代表の大活躍でメダル獲得数が歴代最高の41個と日本中が沸きました。2020年には地元

東京開催ということでさらなる躍進が期待されています。一方で、次期大統領による米国経

済、英国のＥＵ離脱問題を抱える欧州経済、中国をはじめとする新興国経済の減速、原油価

格の動向、アベノミクスの行方、日銀の金融政策、株式市場の動向など、世界経済は非常に

予想の難しい状況が続いています。 

安倍政権は５年目を迎え安定政権の下アベノミクス＝「成長戦略」を強力に推し進めていますが、グローバル世界

の中、世界の動向の影響が大きく日本全体が好循環になっているとはいえない状況です。 

企業業績は大企業を中心におおむね良好な状態が続いていますが、海外経済の不透明感は拭いきれていない状態で

あり、日銀12月短観では「大企業製造業で改善、非製造業では横ばい」との判断になっています。 

一方、我々が置かれている建設産業に目を向けると2016年9月の中間決算を見ても過去の不採算工事の減少や採

算重視の受注戦略により多くの会社が利益を伸ばしていますが、先行きは不透明と言わざるを得ません。 

私たち道建労協は、引き続き組合員の皆さん全員と力を合わせて労働環境の改善に最も注力して活動を続けていき

ます。 

建設業、とりわけ道路産業を志す若者が減少している中、希望を胸に安心して入職できる産業を目指し、業界全体

の魅力向上のため、「ワーク・ライフ・バランス」の促進に先頭に立って活動していきます。若い入職者が会社の第一

線を担う頃に、同じ課題を背おわせてはならないのです。この問題は何年も前から続く課題ではありますが、官民を

挙げて建設産業全体の魅力向上に取り組んでおり、一方で政府は「働き方改革」を推し進めています。社会から建設

産業が魅力ある産業になれるか試されているのです。「出来ない理由」を先に考えるのではなく、「まずはやってみる」

という強い信念を持って、労使一体となって労働環境の改善を前進させて行くことで、会社の発展が継続されると考

えます。引き続きのご支援とご協力をお願い致します。 

 最後になりますが、本年が組合員の皆さんとご家族にとって健康で実りある素晴らしい一年となりますよう祈念い

たしまして、年頭の挨拶とさせて頂きます。 

道建労協 議長 白鳥 雅之 
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企業訪問・関係団体訪問  

11月土曜閉所強調月間に合わせて、10月に各加盟単組企業や関係団体へ協力要請を行いました。昨年の11月より国土交通省及び厚生労

働省がこの運動の後援に加わってから、土曜閉所に対する業界を取り巻く環境も日増しに好転しています。各社各団体を訪問している時に

も感じますが、各社の社長は組合員のワーク・ライフ・バランスの実現や次世代の人材確保、産業の魅力化という観点から、この運動には

積極的に取り組む姿勢を示しています。業界全体が本腰をいれて土曜閉所・休日取得に向けた運動を支援する環境に変わってきたといえま

す。 

大林道路㈱ 大成ロテック㈱ 東京鋪装工業㈱ ㈱ＮＩＰＰＯ フジタ道路㈱

前田道路㈱ 三井住建道路㈱ 厚生労働省 国土交通省 道建協

日合協 道建協九州支部 日合協四国地区連絡協議会 日合協中国地区連絡協議会 日合協九州地区連絡協議会

 

政労使の意識が変わってきた今こそがチャンスです。私たちもいっそうの意識改善に取り組み、計画的な休日取得を実現させましょう。

次期時折の繁忙を伴う現場は依然と厳しい状況にあり、現在も苦労されていることは十分に理解できますが、私たち一人ひとりが意識と働

き方を変えなければ、道路建設産業が魅力ある産業へ変貌することは難しいでしょう。今一度、自分を見つめ直して、休日取得に向けた「働

き方の改善」を検討してみてください。 

大成ロテック社員組合 大上 賢二 

   

                             

2016年10月19日(水)高松東急ＲＥＩホテルにおいて、各

単組と本部合わせて総勢13名で四国地区交流会が開催されました。 

まずは事務局長から土曜閉所月間にむけた取組みの説明がありました。この運動

は、業界団体を取り込み労使一体で活動している大きな意味のある活動です。明る

い未来を目指しながら自分達ができる活動を一つずつ実施していきたいと感じま

した。それを踏まえ、今年も11月12日に開催する全国統一ボウリング大会に積極

的に参加しようと思っています。この大会には昨年も参加しましたが、単組の垣根

を越えて家族や同僚との絆を深めることのできる唯一の取り組みだと思いました。 

交流会の場ではお互いの単組活動を通じて、色々な意見があり、刺激を受けただけでなく、交流会でしか得ることのできない未来への情

報がたくさんありました。 

前田道路労働組合 前田 浩司 

2016年10月20日（木）、広島市内にあるセンチ

ュリー２１において「道建労協 中国地区交流会」

が開催されました。当日は総勢17名の方に御参加いただき、白鳥議長を

はじめ中央執行委員も交え、さまざまな意見交換を行ないました。休日

取得や時短への取組み、人材の確保等、各単組に潜在する問題点や改善

に向けた取り組み紹介など意見を出し合い、活発に議論しました。その

他、土曜閉所強調月間について、6 月の加盟単組の実施結果を報告する

とともに、中央執行委員会の白鳥議長より各単組の参加者に対し、翌月

に控えた11月土曜閉所運動に対する関係者への啓蒙が要請されました。

普段触れ合う機会がない各単組の組合員同士が意見交換を行なえたことで、有意義な交流会となりました。 

大林道路職員組合 尾崎 吉明 

地地地   協協協   ののの   ななな   いいい   地地地   域域域   ののの   交交交   流流流   会会会   

四国地区 

中国地区 



 

 

2016年10月21日(金)、ＩＰホテル福岡において、各単組と

本部合わせて総勢19名で「道建労協 九州地区交流会」が開催されました。 

11 月土曜閉所推進運動の取り組みについて、白鳥議長・俵事務局長より、11月 12

日を統一土曜閉所日とし、使用者側団体と連携して労働環境の改善を図り、ワーク・

ライフ・バランスの実現と産業の魅力化を目指して、活動して行くと説明がありまし

た。各単組からの意見交換の場では、仕事量に地域差があるが、振休等で対応してい

る単組や、モバイルパソコンやｉＰａｄの活用、パソコンのシャットダウンシステム

が導入された単組もあり、ハード面での時短の取り組みも進んできているなと感じま

した。又、社長から11月より毎月第2土曜閉所の通達が出ている単組もありました。交流会後の懇親会では、普段触れ合う事の無い各単

組同士で色々な意見を交換し、来年も参加したいとの声もあり、全体を通して大変有意義な交流会となりました。 

前田道路労働組合  龍王 嘉比土 

11月土曜閉所月間の第２土曜統一閉所日にあわせ、11月12日（土）に道建労協主催のボウリング大会が行われました。今回３回目を迎

えた同大会ですが、今年も全国１４ヶ所の会場に総勢２８１名の方が集い、熱戦が繰り広げられました。 

 今年よりハンディキャップが改正され、お子様や女性も健闘されております。詳細の結果は道建労協のホームページに掲載されておりま

すので、是非ご覧下さい。 

 開催にあたっては、地方協議会幹事長、幹事、地方協議会のない地域の「地域連絡会」幹事の皆様に多大なご協力を頂いております。こ

の場を借りて厚く御礼申し上げます。 

大林道路職員組合 尾崎 吉明 

札幌会場 仙台会場 新潟会場 朝霞会場

習志野会場 府中会場 戸塚会場 中部会場

千日前会場 広島会場 高松会場 九州会場

 

 

 

 

 

 

 

 

全全全   国国国   ボボボ   ウウウ   リリリ   ンンン   グググ   大大大   会会会   

九州地区 



 

※2016年11月の土曜閉所推進運動アンケート集計結果につきましては、別途発行の｢PAVE番外編｣に掲載いたします。 

 

 

 

土土土曜曜曜閉閉閉所所所率率率・・・休休休日日日取取取得得得率率率ののの推推推移移移   



 新年あけましておめでとうございます。 

2016 年は、リオオリンピック・パラリンピック、広島東洋カープの 25 年ぶりのリーグ制覇とスポーツに関する話題

の多い一年でした。2020年には東京オリンピック・パラリンピックが控えており、今後もスポーツ関連の話題は多くな

りそうですね。 

新年を迎え、なにかと前向きな気分になりますが、業界の先行きを考えると決して楽観視できる状況ではありません。

特に若手社員の確保は、建設業界で苦労している様子です。 

道建労協では、第二土曜閉所活動に取り組んでおり、当社でも時短を含め、労働環境の改善に努めています。現状と比

較し状況が改善するのはもう少し先の話かもしれません。しかし、今取り組んでいる事を継続することで、魅力のある業

界に変わっていけるのではないでしょうか。今後の日本を担う若者が魅力を感じる業界。いつかは、そうなって欲しいで

す。 

 

三井住建道路労働組合 石塚 克久 

 

  物 知 り        

 ク イ ズ      
 

皆さん、年末年始はゆっくりとお過ごしになられたでしょうか。年度末の繁忙期に向けて頭を切り替えていきましょう。 

今回の「物知りクイズ」のテーマは「正月飾り」です。年末に慌ただしく会社の事務所や自宅に飾り付けをした方もいると思います。 

   日本のお正月にまつわる大人の常識や豆知識を確認してみてください。 
 

Ｑ１．正月飾りは、一般的にいつまでに準備すれば良いとされていますか？ 

 ①１２月２８日  ②１２月２９日  ③１２月３０日  ④１２月３１日 

 

Ｑ２．正月飾りの「門松」にある、斜めに切った竹。このような切り方を始めたとされる戦国武将は？ 

    ① 織田信長  ② 豊臣秀吉  ③ 徳川家康  ④ 武田信玄 

 

Ｑ３．しめ飾りの種類について、誤っているものを１つ選んでください。 

    ① ごぼう注連  ② 玉飾り  ③ 輪飾り  ④ 水引 

 

Ｑ４．正月飾りをいつまで飾るかは地域によって異なります。一般的に関東地区では１月７日、関西地区では１月１５日となって 

   おり、正月飾りもお役目を終えると、近所の神社等で処分する行事が行われます。そこで問題です。一般的にこの処分方法 

はなんと言いますか？ 

① どんどん焼き  ② どんど焼き  ③ 飾り焼き  ④お炊き下げ 

 

 

 

 

  ＜応募方法＞ 下記を明記してお送りください。正解者の中から抽選で粗品をお送りします。たくさんのご応募をお待ちしております。 

   ●解答 ●住所（会社宛の場合は会社名もご記入ください） 

   ●氏名 ●所属単組名 

   ●今回の紙面でよかった点、気づいた点がありましたらご意見も是非お寄せください。 

   ●締め切り 2月28日（火） 

   ●宛先 〒141-8665 東京都品川区大崎1-11-3 前田道路労働組合内 道路建設産業労働組合協議会「ＰＡＶＥ」宛 

              Fax:  03-5487-0051  E-mail:  kumiai@maedaroad.co.jp 

 

 

■ＰＡＶＥ９２号物知りクイズ当選者 

   吉松 愛莉 様 （大林道路職員組合）  

 


